




Uniqueness of solutions of a quasilinear parabolic equation with  
an inhomogeneous reaction
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Abstract: We consider non-negative solutions of the Cauchy problem for a quasilinear parabolic equation 
with an inhomogeneous reaction: ut＝Δum+〈x〉θup in RN×（0, T）. We show some comparison theorem for 
the Cauchy problem under restrictions on the growth rate of solutions as│x│→∞.
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で定義された関数 u（x, t）はRN×［0, T）における方程式
（1.1）の（弱）解であるという。
（i）RN×［0, T）においてu（x, t）＞0でありかつu（x, t）
∈C（RN×［0, τ］）が各 τ∈（0, T）に対して成り立つ。
（ii）滑からな境界∂Ωを持つ任意の有界領域Ω⊂RN， 各
τ∈（0, T）， 境界∂Ωで零になる任意の非負の関数φ（x, t）∈

























ただし，［a］+＝max｛ a, 0 ｝であり，













負関数φ∈C 2, 1（BR×［0, T））（ただし，境界∂BR で零に
なる）に対して，
　  （2.2）











更に， χ ∈C 0∞（RN）を0＜ χ ＜1を満たすようにとる。R1>0
をsuppχ⊂BR1が成り立つように大きくとり，R>2R1とす




補題2.1. n＞1， R>max｛2R1, 2 ｝である時，次が成り立つ。
　
ただし， で，C>0は χ にのみ依
存する定数である（n，Rには依存しない）。














解であることがわかる。不等式 ζ ＜kが，領域BR×（0, T）
の放物型境界で成り立つ事に注意すると，線形放物型方
程式に対する比較定理より，ζ ＜k in BR×（0, T）が成り





















































故に， （2.13）でn → ∞とすれば，補題2.1（iv）を用いる
ことにより，
　  （2.14）
を得る。（2.14）でR → ∞とすれば，0＜ χ ＜1を満たす
任意の χ ∈C 0∞（RN）に対して，
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